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本シンポジウムの趣旨および、ぴあ総研年間活動報告 

 

ぴあ総合研究所（株）代表取締役社長 吉澤 保幸 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大で大変な時代を2020年・2021年と過ごし、不要不急の産

業だとも言われた「集客エンタメ産業」こそが、今後の日本の再生を担うということをテ

ーマに、ぴあ総研主催の第1回目のシンポジウムを昨年開催いたしました。約300名強の

方にご参加いただき、基調講演では、大和総研の中曽理事長に国際金融センターを構築す

るにあたり、やはり集客エンタメ産業が車の両輪として必要だということをお話しいただ

きました。そして、我々このコロナ禍において、改めて「集客エンタメ産業」とは「コン

サートや演劇・映画・スポーツ・イベント等の興行を、みなさまが鑑賞・観劇することに

よって、人々が多く集まる」そういった産業であると、2021年の春先に定義いたしまし

た。その集客エンタメ産業についてどのように地域活性や日本再生につながるのか日本政

策投資銀行と共同研究もおこない、その成果を発表いたしました。さらには「集客エンタ

メ産業による日本再生の意義」というテーマで私を入れた6名でパネルディスカッション

をさせていただきました。集客エンタメ産業の豊かな将来性・経済性、そして持続可能な

社会に向けた役割について語り合うことができ、大変力強いお話を伺いました。実は、集

客エンタメ産業は20兆円にも及ぶGDPを有するひとつの産業ではありますが、なかなか認

知も進んでいなかった中で我々ぴあ総研としては、ぴあグループ50周年記念のイベント

として最初にこういった形で世の中に問うことができたことは大変嬉しゅうございました。 

 そして、その時にはぴあ総研と日本政

策投資銀行とでおこなった共同研究「ス

ポーツ・音楽・文化芸術等交流人口型イ

ベント（集客エンタメ産業）の社会的価

値」を、①地域に人を集め、②地域の中

で人々をつなぎ、そして③地域を育てて

いく、こういった3つの大きな社会的価値

があるんだと発表しました。特にそれを

スポーツあるいはコンサートを題材にし

ながら、新しい地域貢献の形を模索する

研究結果を発表いたしました。 

そういったなかで、ようやく集客エンタメ産業は回復基調を強めています。このグラ

フ（集客エンタメ市場規模の推移）は、ぴあ総研が調査したものですが、音楽・ステージ、

映画そしてスポーツ、その他美術館や展覧会、文化イベント、地方のお祭りや花火といっ

た、手数料をお支払いいただいたイベントを集計したものです。コロナ禍前の2019年の

市場規模が約1兆1,400億円でしたが、2020年はそれが8割方市場がなくなり、2021年によ

うやく3割～4割戻ってきて、2022年はまだ速報値ですが、音楽・ステージの数字を先日
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ぴあ総研で発表しましたが、映画・スポー

ツその他も含めて集計すると9,592億円とい

う推計(速報値)をしております。ただ、ま

だ全体で見ても、2019年コロナ禍前の9割程

度です。公演回数や動員数は7割～8割、こ

の間単価の上昇や大型イベント等が復活す

るというかたちで9割方戻ってまいりました

が、まだまだ本当に戻しきれていないとい

うのが現状です。ただ、昨年の夏場以降そ

の回復ピッチを早めています。スポーツ等

ではようやく観戦の時に声を出せる形で、

大きなうねりが戻ってきています。そして今年、来年とあゆみを着実に進めていくことが

できるだろうと、ただこれは昨年の推計ですので慎重な形ですし、映画、スポーツ等は過

去のトレンドを延ばしたというものですので、回復のピッチは、数字上はおそらく実績を

上回っていくのだろうと大きな期待を寄せているところです。こういった状況の中で、ぴ

あ総研として色々な活動をこの間も1年間してまいりましたので、以下話を続けます。 

 

◆ぴあ総研＆日本政策投資銀行による共同研究の進捗 

ぴあが「ユニタビ」という「スポーツの

ユニフォームを着て旅に出よう」と、そし

て「その地域の様々な地域資源を一緒にな

って情報を得ながら立ち寄ってもらい、地

域を活性化する」そうしたアプリを開発い

たしました。観光庁の「DXの推進による観

光・地域経済活性化実証事業」に採択さ

れ、昨年全国5か所で実証実験をおこないま

した。観戦のQRコードチケットを登録する

と、スタジアム地域に紐づく情報が閲覧可

能です。我々としてはこれをもう少し拡張

する形で共同研究を今年実装しようと日本

政策投資銀行と検討しております。集客エ

ンタメ、スポーツ等々の場合には「せっか

くだから少し離れたスタジアムには、シェ

アサイクルでいこうよ」と、そうすること

によって脱炭素にも繋がり、このユニタビ

を活用しながら、地域周遊をやっていくこ

とで、サステナブルなツーリズム、スポー

ツを中心にしながら、観光、飲食、モビリティー等についても脱炭素化していく。これは

未来志向の新しいツーリズムになり得るだろうということで現在、静岡地区で関係者と調

整をしており、夏場以降、これを実装化して地域資源を活用して交流人口を増加させると

いうこと、そして経済的効果のみならず社会的な効果を可視化するということで、集客エ

集客エンタメ市場規模の推移 
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ンタメ産業が地域貢献の新しい役割を担うと、昨年我々が共同研究したものをより実装し

ていくことでぴあ総研としての事業を進化させてきております。 

 

◆ぴあ総研＆香川大学による共同研究の取り組み 

もうひとつ、ぴあ総研がコロナ禍から浮かび上がらせた課題は「集客エンタメ産業と

は何なのか」ということです。我々はこの間2020年の春先に総理官邸に呼ばれてヒアリ

ングを受けました。そしてその後様々な推計によって、実はこの集客エンタメ産業は大変

裾野が広く、同時に小さい個人事業主の方々等によって集まっているということがわかり

ました。全部で20万社内外の方々が関わっている大きな産業なのだと推計をいたしまし

た。しかし、これをきちんと把握できる統計がなく、我々は色々と悩み、あるいは経済産

業省、財務省、日本銀行と色々なところを訪ね、たどり着いたのが法人企業統計でした。

これは経済予測等々でも大変重要な役割を示していますが、この中身が見えない。実は必

ず「集客エンタメ産業」が入っているはずな

のです。何故なら日本標準産業分類で「娯楽

業」の中に、「映画館」それから、「興行場、

興行団」に劇場や寄席、野球スタジアムなど

で繰り広げられる興行等々が入っております。

更に細かいところで「娯楽に附帯するサービ

ス業」と、実はこれはぴあと同じようなプレ

イガイド等が分類されているのですが、この

辺についての経済の実態がわかりません。そ

の実態を把握するために必要な法人企業統計

のミクロデータというのは公的な機関しか使えず、民間には開放しておりません。我々と

しては集客エンタメ産業を定量的に定義して、収益構造や資産構造等を解明してこのベー

スができますと、また将来パンデミックが起きた時に対応策も打ち易いだろうということ

で思案をしてまいりました。 

そして我々が出会いましたのが、国立大学法人香川大学です。たまたま私が大変親し

くしていただいている副学長・城下さんにご相談したところ、「本学の若手の有望な経済

の先生方でチームを作って是非それを分析してもらおう」ということで香川大学のチーム

ができました。香川大学は高松市にあります国立大学で、様々な活動をしていらっしゃる

文理融合型、産官学連携の推進そして希少糖の研究では世界をリードしている大学です。

さらに瀬戸内国際芸術祭や東京藝術大学とも

色々な連携をされている、大変フレッシュ且

つ歴史と科学系も含めて有望な先生がたくさ

んいらっしゃるというなかで、城下副学長を

チームリーダーに4名の方に様々な活動をして

いただいております。簡単ですが、城下さん

にバトンタッチいたしますので是非ひとこと

お願いいたします。 

 

城下 みなさんこんにちは、はじめまして。今日はこのようなシンポジウムにお招きい

ただきましてありがとうございます。良いご縁をいただき、今回有益な共同研究をおこな
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う機会をいただきました。私は産官学連携でこの共同研究の取りまとめをやる役割で、実

際はこちらにおります3名の教員が具体的な取り組み、分析をこれからおこなうというこ

とで、実際はもう着手しておりますが、今日はせっかく機会をいただいておりますので、

簡単に3人の先生からご説明いたします。 

 

森貞 みなさまこんにちは、香川大学の森貞と申します。今回私たちの研究では集客エ

ンタメ産業をきちんと学術的に定義し、その定義を用いてコロナウイルスによる経済的な

影響などを分析していくことを目指しています。先ほどのお話にもありましたが、コロナ

ウイルスの感染が拡がった際になかなか集客エンタメ産業の実態が掴めずに、結果的に政

府などからもサポートが得られないなどの状況が続きました。こうした問題意識から私た

ちは集客エンタメ産業というものを様々なデータを用いて学術的に分析して、そしてきち

んと定義づけることによって色々な分析を進めていこうということを目指しています。 

 

早木 では、私の方から内容について簡単に

ご紹介いたします。こちらのスライドを見て

頂きたいのですが、元々のデータとして先ほ

どのお話にもありました法人企業統計という

政府統計データや、ぴあが保有している色々

なデータがありますが、それだけではまだ不

透明で、集客エンタメ産業がまだ見えない状

況になります。そこに我々が持っている最新

の手法を使って、データの圧縮やそういった

ものをグループ分けしていく“クラスタリング”をして、それを時系列的につないでいく

ことで実際にコロナがあったときにどのように動いているのか、そういったものをみてい

くことを今進めています 。 

 

山ノ内 山ノ内です。最後に私から、なぜ香川大学の我々が共同研究をさせて頂くのか

をご説明いたします。香川大学にはミクロデータオンサイト施設が整備されており、こう

いった政府統計を活用した分析に適した環境が整えられております。また我々3人とも少

しずつ専門分野は違っておりますが、皆データ分析が可能ということで、それぞれの専門

性を活かしてこの集客エンタメ産業の分析を提供できるということで、今回共同研究をさ

せて頂くことになりました。最初の研究成果は秋頃に発表される予定となっております。

みなさま是非ご期待いただければと思っております。以上です。 

 

吉澤 今、山ノ内先生がおっしゃったように、秋頃には一旦これをまとめてぴあ総研と

してもきちんと世に問うていきたいと思っております。 
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さて今日の本題に入ります。SDGs18番目の

目標として「文化芸術・エンタテインメン

ト・スポーツの必要性を」という主題を掲げ

ております。SDGsの17項目には文化芸術に関

する目標が直接的には語られておりません。

ただ、ぴあ総研としては世界の多様な文化芸

術の共存・共生こそがサステナビリティの根

源をなすという強い思いを持っております。

18番目の目標として文化芸術をはじめとして

エンタテインメント・スポーツの必要性を掲げ、心豊かな社会のためにあらゆる人々の文

化的活動を強化・支援していくことを提言しております。そしてそれが様々な意味でサス

テナビリティ、あるいは世界平和の根源になると我々は確信しております。少し勝手なが

ら、18番目のロゴを作ってみました。みなさん手を携えてそして笑顔で、皆で声を上げ

て文化芸術活動を応援し、それが心の豊かさにつながる、そんなことを是非我々としては

実現していきたいと思っておりますし、今日の主題はこちらに関する議論です。 

18番目として独自の目標を掲げているケー

スはないのかと思いましたら、ありました。

ひとつは、ラオスという国が国連事務総長に

も承認を得て、国として独自に18番目のゴー

ルを設定しています。地雷撤去です。これは

国柄そういったことなのだと思います。企業

が独自に18番目のゴールを設定しているとこ

ろも少なからず見受けられました。例えばト

ヨタ自動車は、「スポーツや移動の楽しさを

促進して、さらにすべての人に感動を」という言葉を紡いでいらっしゃいます。モスフー

ドサービスでは、「心の安らぎ」「ほのぼのとした暖かさを世界の人々に」、というよう

に企業自らが18番目のゴールを設定していらっしゃいます。我々としては国に働きかけ、

国としてこの18番目のゴールを設定する、あるいは少なくとも集客エンタメ産業に関わ

る人たちや企業が、先ほど掲げたような我々が作ったロゴに賛同していただけるようであ

れば、そういった動き・社会的な運動を今日のシンポジウムを起点に動かし始めることが

できればいいなと考え、このシンポジウムを開催いたしました。 

この1年間の活動とあわせて、本シンポジウムの主題を申し述べましたが、この後、基

調講演として都倉文化庁長官、昨年のシンポジウムにもご登壇いただき、文化国家等々を

掲げ、同時にこのSDGs18番目の趣旨には深い賛同の意を個人的に表明いただいておりま

すし、既にご一緒にそういったことを語り合う場も作らせていただいております。基調講

演の終わりといたしましては、茂木先生にコロナ禍で文化芸術はやはり生命維持装置だっ

たのではないかということを、例えばドイツのメルケル首相（当時）等々には、大きな声

で発信をしていただき、様々な支援等の手を差し伸べていただきましたが、そういった文

化芸術やエンタテインメントがある意味では、本質的な価値、人々の豊かさにどう影響を

与えるのかを学術的にも是非語っていただきたいと思っております。そして、パネルディ

スカッションとして各界の著名な方々に文化芸術エンタメがSDGs18番目の目標になり得

るのかを熱く語っていただければと思っております。ぴあが企業理念として掲げている、
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「ひとりひとりが生き生きと」という言葉は、SDGsの目標である「誰一人取り残さない」

と共通の言語であるとの思いから、そういったあゆみをさらに進めるべく、この第2回目

のシンポジウムを開催いたしました。ただこの開催はこの業界、集客エンタメ産業全体を

盛り上げて盛り立てていくことが何よりも大事であり、趣旨にご賛同いただきました協賛

企業の方々や、この会場を与えてくださった三菱地所の協力も含め、多くの人の支えによ

ってこのシンポジウムが成り立っております。最後になりますが、ご支援ご協賛をいただ

いた方々、今日ご参集のみなさまに感謝を申し上げ、冒頭の挨拶に代えさせていただき、

閉幕までみなさんに楽しんでいただければと思っております。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から、 

吉澤、早木准教授、森貞准教授、山ノ内准教授、城下副学長 


